




Dietary Studies of Growing Periods in Japan (Part 4) 
Survey on Relationship between Ca and Mg Intake Ratio and 
Food Intake Pattern : Observation of Young Volunteers from




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ca／Mg比と米類摂取量との相関一〇．620宰辱 一〇．296零 一〇246 一〇．357＋
一〇．362三亀
Ca／Mg比と乳類摂取量との相関 0．573軸 0．396畔「 0．666牌 0．659寧ホ 0．697零艸
注．　＋p＜O．1、　ipく0．05、　＊串p＜O．01、　＊＃pく0』01．
も低値となる。米類は炊飯して食するために
Mg給源としての寄与率には相対的な見方を要
するものと思われる。穀類に次ぐMg給源の第
2・3位は幼児、小・中学生では乳・野菜類、
高校生・大学生女子では野菜・豆類、大学生男
子では野菜・肉類であった。また、Mg給源の4
～5位に高校・大学生では調味料が位置してお
り、伊藤ら20）による低Na、高K、高Mgのミネ
ラル調整塩調味料の効用に関する報告からも、
Ca／Mg比の適正を期すkで調味料由来のMg
供給量も看過できないものと思われた。
　幼児期から青年期までの本調査対象において
も、成長期の健康づくりのためのみならず、さ
らに成人後の循環器疾患を初めとする生活習慣
病予防の観点からも、Ca摂取量に見合うように
Mg摂取量の増加を促して、食事のCa／Mg比
を適正に維持することが必要であると思われ
る。そのためにはMg含有量が比較的多くNか
つCa／Mg比が適正域にある豆・野菜・魚介・種
実類および藻類を、米飯と共に食する方向への
食嗜好を、小児期から育むことは極めて有用で
ある。現代の子ども達になじみにくいこれらの
食品をおいしく供するよう調理上の工夫をし、
さらに精製加工B）9）や調理によるMg量の損
失19〕、調味料由来のMg供給量を配慮した調味
料の選択20）等にも心配りをして、米飯を主食と
するバラソス食の意義を玩味したいものと思
う。
要
?
　幼児期から青年期までのCa・Mg摂取状況と
Ca／Mg比の動向を把握するために、幼児・小・
中学・高校生および大学生のそれぞれ41・50・
31、34、53名計209名を対象として、1990　一一　’92
年の連続3日間の食物摂取量秤量調査を行い・
次の結果を得た。
　（1）Ca摂取量の所要量に対する充足率は、幼
　　児、小・中学生では105　一一　110％、高校生・
　　大学生では82・84％であった。Mg摂取量
　　（男女平均）はそれぞiz　138±35、　251±51、
　　264±44、212±59、191±51mg／日であっ
　　た。Ca／Mg比は幼児の3．77±1．12から大
　　学生の2．67±1．19まで年齢とともに漸減
　　値が得られた。
　②　Ca摂取に関する植物性対動物性食品の
　　割合はおよそ、幼児、小・中学生では3
　　－4：6～7、高校生・大学生では3：2
　　であり、Mg摂取に関するそれは幼児、小・
　　中学生では7：3、高校・大学生では8：
　　2であった。全調査対象において、Caは乳
　　類から、M9は穀類からの摂取割合がそれ
　　ぞれ最も多かった。
　③　Ca／Mg比と乳類摂取量とは全調査対象
　　に有意な正相関が得られた。Ca／Mg比と
　　米類摂取量とは負相関があり、幼児、小学
　　生および大学生において有意であった。
　終わりに臨み、本調査の実施にご尽力下さい
ました元新潟大学教育人間科学部高橋類子教
授、元県立新潟北高等学校中島和子教諭、元新
潟市立大形中学校本多満喜子教諭、同大形小学
校川崎　光栄養職員、元本学付属幼稚園高橋葉
子主任教諭に厚く御礼申し上げます。さらに、
本調査にご協力下さいましte　209名の調査対象
の方々ならびにそのご家族の方々、調査・集計
作業をご助力下さいました太田優子先生、新潟
県学校栄養士協議会有志の方々に深く感謝申し
上げます。
本研究の一部は、第43回日本栄養改善学会
（1996年、於東京都）において口頭発表した。
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